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溝上の新著『インサイドアウト思考』
創造的思考から個性的な学習・ライフの構築へ

新著の紹介（コーナー）



第I部 インサイドアウト思考論
第1章 思考とは－認知科学を視座として
第2章 二つの思考様式

—インサイドアウト思考とアウトサイドイン思考
第3章 インサイドアウト思考の身に付け方
第4章 学校教育でも育成されるインサイドアウト思考
第5章 個人的な思考が社会的な思考となるために

第II部 個人化・多様化した現代社会における個性的なライフの
構築

第6章 個性的なライフを構築するためのインサイドアウト思考
第7章 知識・技能が社会構造的に継承されなくなった現

代で求められるインサイドアウト思考
最後に——ウェルビーイング論へ

溝上慎一 (2023). インサイドアウト思考—創造的思
考から個性的な学習・ライフの構築へ— 東信堂



割引のチラシがあります



認知科学を視座とする思考（thinking） 認知機能
①感覚・知覚
②記憶（知識）
③思考
④言語
⑤注意

【出典】鈴木宏昭 (2016). 教養としての認知科学 東京大学出版会

情報処理プロセスにおいて働く認知機能の1つであり、
ある状態を作り出す働き、ないしはそれに向かうプロ
セスを指すもの

思考…情報処理を推し
進めてある状態を作り
出す働き、ないしはそ
れに向かうプロセス



なぜ認知科学を視座とするのか

【出典】鈴木宏昭 (2016). 教養としての認知科学 東京大学出版会

①認知科学では、思考は情報処理を
進める認知機能の1つとされる
ex) 
「飼っている猫はワンと吠える」（命題推論）

②認知科学では、思考はエラーやバイアスを伴う、時に非論理的なも
のであると見なされる

③認知科学では、思考停止の状態をうまく表せる

④認知科学では、思考を始めとする人の情報処理が、他者を含めた他者
との相互作用を通して、心理社会的に行われることを前提とする。



アウトサイドインとインサイドアウト
Inside-outOutside-in

環境

個人

環境

個人

適 応

アウトサイドイン インサイドアウト

外的適応 内的適応外的適応 内的適応

適応（アウトサイドイン）と個性化（インサイドアウト）の力学

【出典】溝上慎一 (2010). 現代青年期の心理学－適応から自己形成の時代へ－ 有斐閣選書

ポジショニング

ポジショニング



アウトサイドイン思考とインサイドアウト思考

これまでの代表的な思考論をアウトサイドイン思考として位置づける
・推論（演繹・帰納・仮説推論）
・問題解決 ・意思決定 ・アナロジー
・論理的思考 ・批判的思考



インサイドアウト思考は思考論の原点、原初的な創造的思考である

大矢夏目・画「北の親子」
＊公益財団法⼈⽇本美術院再興第107回院展
（2022年9⽉）。許可を得て掲載。

「私たちは「一枚の絵画」すらじっくり見られない」
「ビジネスだろうと学問だろうと人生だろうと、こうし
て「自分のものの見方」を持てる人こそが、結果を出し
たり、幸せを手に入れたりしているのではないでしょう
か。

じっと動かない一枚の絵画を前にしてすら「自分なり
の答え」をつくれない人が、激動する複雑な現実世界の
なかで、果たしてなにかを生み出したりできるのでしょ
うか。」

（出典）末永幸歩 (2020). 13歳からのアート思考－「自分だけの答
え」が見つかる－ (佐宗邦威解説) ダイヤモンド社
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